
ty
Å;.360

言脛 iH･ぷ゛こ

恥
　　　　　　　　　東下台の繩解地蔵尊参道の桜も満開となった４月５
いおぷがちｰs

ヽおとなりにある第４保育所の入所式が行われ、7

　　　　　4､11　　　　　　　　名の子供たちが、お母さんに連れられて入ってきまし

　　　　　　　　　た。

･･‘●　　　　　’･●　　　　　　　　　　平成になって初めての新しい子供たち（町の５つの冶　
λ　で　　　

保育所全体で35名）が、保育所の先生や児重たちと早

　　　　　　　　　　　　　　　　　＜慣れて、みんなといっしよに明る＜楽しい保育所生

活かおくれますように。
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町施設落成を祝う
　　昭和63年度事瀕1により完成した田」一拍il没の合ヽ同落成式

か’、３月29日、壬jlこ町農1瘍会館において、町陥l会1義貝

をはヒめ_工事一関ｲ系者など約70名の方々を招いて１りっれ、

児童館、r一生小（増改築）、そして、壬生北小プー一几

の諾ii没落成をお６ヽました。

　児　　童　　館　　　　　　　　　　　落　　成　　式

名
施
設
の
建
設
概
要

◇
壬
生
町
児
童
館
新
築
工
事

所
在
地
　
大
字
壬
生
丁
ニ
ハ
ー
番
地

羞
　
工
　
昭
和
６
３
年
９
月
１
２
日

完
　
成
　
平
成
元
年
２
月
２
８
日

記
工
費
　
四
、
七
五
四
万
円

施
設
概
要
　
木
造
一
階
建
て
（
一
部

鉄
骨
造
）
一
言
九
・
二
回
�
。
プ
レ

ー
ル
ー
ム
や
図
書
室
、
工
作
号
集

会
場
、
事
務
室
ほ
か
。

◇
壬
生
町
立
壬
生
小
学
校
増
改
築
工

　
事
（
郵
便
局
簡
易
保
険
・
郵
便
年

金
融
資
施
設
）

所
在
地
　
本
丸
谷
丿
目
三
番
七
サ

着
　
工
　
昭
和
６
３
年
４
月
２
９
目

完
　
成
　
平
成
元
年
３
月
１
０
口

総
工
費
　
五
倫
四
、
四
託
斤
万
円

施
設
概
要
　
校
舎
棟
－
鉄
面
Ｊ
ン
ク

リ
ー
ト
啓
二
階
建
三
上
八
八
。
門

火
規
模
改
造
－
家
庭
科
率
、
図
工
率

ほ
か
五
三
国
心
…

　
　
　
　
　
　
　
　
）

◇
壬
生
町
立
壬
生
北
小
学
校
プ
ー
ル

　
建
設
工
事
（
郵
便
局
賜
易
保
険
・

　
郵
便
年
金
融
資
施
設
）

所
在
地
　
吉
子
北
小
休
一
礼
○
番
地

羞
　
工
　
昭
和
６
３
年
４
月
２
９
日

完
　
成
　
昭
和
６
３
年
７
月
９
日

総
工
費
　
四
、
▽
託
言
万
円

施
設
概
要
　
プ
ー
ル
六
八
二
・
三
心

　
　
　
　
　
附
属
練
託
四
・
四
四
匹

水
洗
便
所
改
造
資
金
の

　
融
資
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
処
坪
区
域
内
心
下
水
道

の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
く
み
取

り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

た
め
の
心
安
な
資
金
を
融
資
あ
っ
せ

ん
い
た
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
万
は
、
町
ま
た
は
公
認

工
事
大
へ
ご
絹
江
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
対
象
者

①
処
理
区
坑
内
の
建
染
物
心
所
有
者

ま
た
は
、
そ
の
所
有
者
の
同
意
を
得

て
使
用
す
る
方
。

②
町
悦
倫
立
者
貝
爪
金
・
下
水
道

使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

③
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
有
す
る
方
。

対
象
工
事

　
処
坪
区
域
内
に
お
い
て
、
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
丁

令
及
び
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
、

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
せ
る
工
事
。

あ
っ
せ
ん
の
条
件

方法 限度額

ケ|前
月　資

以　を

内　受

でけ
　｀　た

毎　夕

月　月

光　か
金　ら

陶詣

円　改

　○　造

　　工

　　事

　　一
　　伴

　　に

　　つ

　　き

　　詣
　　方

｀Wy

]可‾デコj]亘

等
分
割
の
返
済
。
た
だ
し
、

繰
上
げ
返
流
石
で
き
ま
す
。

　
－
　
－
・
ｌ
　
ｊ
　
　
－
一
一
－

無
利
子
（
町
が
融
資
機
関
に

支
払
う
）
。
た
だ
し
、
腸
尹

の
遅
延
に
よ
る
利
子
は
、
借

主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
必
衰
あ
っ
せ
ん
の
申
し
込
み
は
、

　
排
水
設
備
の
計
画
確
認
申
請
の
際

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
融
資
あ
っ
廿
ん
が
審
査
の
結
果
決

　
定
し
た
と
き
は
、
「
融
資
あ
っ
せ

　
ん
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、
融
資
機
関
で
手
続
き
を
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
に
行
わ
れ
た
公

共
下
水
道
管
渠
整
備
事
業
は
、
郵

便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
か
ら

融
資
を
受
け
行
わ
れ
ま
し
た
。
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新町名に変わります

国谷地区市街地

(11月１日から)

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
住
居
表
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

四
次
と
し
て
国
谷
地
区
淑
御
地
（
国

サ
、
至
宝
町
北
部
、
至
宝
町
南
部

国
谷
外
道
の
一
部
自
治
会
）
を
対
象

に
実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
区
域
も
大
字
が
入
り
混
じ
っ
て

い
て
、
完
地
化
か
進
み
土
地
の
分
割

等
に
よ
り
住
所
が
わ
か
り
に
く
く
な

る
な
ど
、
様
々
な
不
都
合
が
生
じ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
わ
か
り

や
す
い
住
所
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
新
し
い
住
居
表
示
実
施
に
よ
る
町

割
り
及
び
町
名
に
つ
い
て
は
、
関
係

自
治
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ノ
二
月
の
町
議
会
に
お
い
て

決
定
し
ま
し
た
。
今
後
十
一
月
盲

実
施
を
目
標
に
事
務
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

○
実
施
区
域

吉
下
国
谷
の
一
部
、

　
″
壬
生
甲
の
一
部

　
″
壬
生
丙
の
一
部

　
″
北
小
林
の
一
部

″
大
字
安
塚
の
一
部

約95ヘクタール

○
実
　
施
　
時
　
期

・
平
成
元
年
十
一
月
一
日
実
施
予
定

Ｏ
町
割
り
及
び
町
名

　
町
割
り
に
つ
い
て
は
、
道
路
、
鉄
道
、

水
路
等
を
境
に
ハ
区
画
と
な
り
ま
す
。

　
町
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
大
字

に
変
わ
り
ハ
つ
の
町
名
が
昭
和
六
十

三
年
十
一
月
九
日
に
告
示
し
、
平
成

元
年
三
月
ト
六
日
に
議
決
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
新
し
い
町
名

　
ふ
言
丁
目
・
落
合
二
丁
目
・
落

　
合
三
丁
目
　
却
町
、
あ
け
ぼ
の
町
、

　
至
宝
一
丁
目
・
至
宝
二
丁
目
・
至

　
寓
二
丁
目

○
街
区
割
り
及
び
街
区
番
号

　
街
区
割
り
は
、
ハ
つ
に
町
割
り
し

た
区
画
を
、
追
跡
等
で
さ
ら
に
小
さ

く
区
割
り
し
た
区
画
（
街
区
）
に
番

号
を
つ
け
ま
す
。
こ
れ
が
街
区
符
号

で
す
。
番
号
は
、
国
谷
駅
に
近
い
街

区
か
ら
蛇
行
式
に
よ
り
順
序
よ
く
っ

け
ま
す
。

○
住
居
番
号

　
住
居
番
号
は
、
各
街
区
ご
と
に
西

北
の
角
を
起
点
と
し
て
、
有
ま
わ
り

に
外
周
を
十
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
区

切
り
、
基
礎
番
号
を
Ｉ
か
ら
順
に
っ

け
、
建
物
の
主
な
出
入
口
に
面
す
る

基
礎
番
号
を
も
っ
て
、
そ
の
建
物
の

住
居
番
号
と
し
ま
す
。

街区番号　住居番号

二
〇〇　番○○号

○住居の表し方

　（例）　　　町　名

　　　　　つ

　壬生町　寿　　　町

に工ご）
従来の地番

｢‾‾‾‾‾‾‾ｌ
ＯＯＯＯ番ＯＯ

表し方

　町　名

｜　　‾¬

○土地の

(例)

町壬生町　号

ﾍﾞニヤ）
従来の地番

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を

受
け
る

　
　
　
　
（
自
治
宝
く
じ
助
成
）

　
町
で
は
、
コ
ミ
エ
ニ
テ
イ
事
業
推

進
の
た
め
、
贈
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
自
治
宝
く
じ
収
益
金
に
よ
る
昭
和

六
十
三
年
度
一
般
Ｊ
ミ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
、
一
九
〇
万
円
の
助
成
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
の
助
成
金
に
よ
り
、
ヲ
シ
ュ

テ
ィ
セ
ン
ク
ー
用
暗
幕
や
ワ
ー
プ
ロ

等
印
刷
備
品
を
そ
ろ
え
る
と
と
も
に

余
暇
の
Ｊ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
を

図
っ
て
い
ま
す
。

¬

○○○○番地○○

表し方

　町　名

r‾‾‾‾‾‾1

○本籍の

(例)

町壬生町　升

※なお、土地及び本籍の表し方については、区画整理

の換地処分の公示のあった日の翌日から効力発生しま

す。

　以上、国谷地区市街地の住居表示のあらましについ

て触れてきまＬたか、今後、さらに実施区域のみなさ

んのご協力をいただくことになると思いますが、新し

い町づくりのため、よろしくお願いします。

壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります
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